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横
浜
の
一
〇
年

わ
が
国
第
一
の
貿
易
港
－
横
浜
港

横
浜
港
は
、
開
港
以
来
わ
が
国
の
代
表
的
国
際
貿
易
港
と
し
て
発

展
を
続
け
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
一
〇
万
隻
を
超
え
る
船
舶
が
出

入
り
し
、
ま
た
取
扱
貨
物
量
も
三
十
八
年
の
三
・
一
倍
に
伸
び
、

外
国
・
内
国
貿
易
合
わ
せ
て
一
億
三
、
〇
五
七
万
ト
ン
に
達
し
た
。

こ
の
う
ち
、
外
国
貿
易
貨
物
は
六
、
〇
三
九
万
ト
ン
で
（
図
-
1
1
0
）
、

貿
易
額
で
も
、
四
十
八
年
に
三
兆
六
千
億
円
を
超
え
、
全
国
の
一

七
・
六
％
を
占
め
る
わ
が
国
第
一
の
貿
易
港
と
な
っ
て
お
り
（
図
-

1
1
1
）
、
相
手
国
は
、
広
く
世
界
各
国
に
及
ん
で
い
る
（
図
－
1
1
2
）
。

さ
ら
に
、
海
上
輸
送
の
革
新
に
と
も
な
い
タ
ン
カ
ー
・
コ
ン
テ
ナ

船
・
自
動
車
船
等
の
専
用
化
が
進
み
、
本
牧
ふ
頭
を
中
心
に
取
扱

わ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
、
四
十
三
年
か
ら
四
十
八
年
に
か
け
て
、

六
・
六
倍
に
伸
び
て
い
る
（
図
－
1
1
3
・
1
1
4
）
。

戦
後
横
浜
港
は
、
物
資
流
通
の
た
め
の
基
地
と
し
て
の
性
格
が
強

ま
っ
て
い
る
が
、
貿
易
情
報
、
取
引
業
務
等
の
港
湾
管
理
機
能
を

強
化
す
る
一
方
、
本
市
の
貿
易
振
興
の
た
め
に
海
外
で
の
見
本
市
、

取
引
情
報
の
提
供
、
ア
ジ
ア
・
共
産
圏
と
の
貿
易
の
推
進
、
産
業

貿
易
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

図一110　貿易貨物量の推移一横浜港
　　　　と神戸港

図一111　主要港貿易額の割合



図一112　横浜港と主要国との貿易貨物量（昭和48年）

図一114　外航入港船舶の専用船別　　図一113　コンテナー貨物量の
　　　　対比　　　　　　　　　　　　　　　推移
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